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多様化するリスクに対応する安全・安心サービス
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IMF の見通し

2018 2019 3.9 ％ 10 0.2 ％
上方修正 18 0.5% 19 0.1%

2017 年 2018 年（見通し） 2019 年（見通し）

3.7 3.9 3.9

2.3 2.3 2.2

1.8 1.2 0.9

2.3 2.7 2.5

2.4 2.2 2.0

2.5 2.3 2.0

1.8 1.9 1.9

1.6 1.4 1.1

3.1 2.4 2.1

1.7 1.5 1.5

3.0 2.3 2.0

ḲIMF ︡
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日経平均が25 年ぶりに23,000 円を超すなどGDPも持ち直しの傾向にある
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ṇ

外的ショック 影響範囲が国内に留まらず、リー
マンショックのような事件が起こりや
すくなった。

プログラムによる売買が加速

グローバル

Ṍ ṇ Ṍ
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876 Ṗ

0%

40%

80%

120%

160%

200%

240%

0.0

200.0

400.0

600.0

800.0

1000.0

1200.0

70 72 74 76 78 80 82 84 86 88 90 92 94 96 98 00 02 04 06 08 10 12 14 16

ṕ ףּ Ṗ Ồỏớ

Ồỏớ 2014 ṕ 26 Ṗ
1,000צּ

1998 ṕ 10 Ṗ
GDPצּ

Ồỏớ

Ḳ HPṡ ṇ Ṣ>
ṡ צּ 1970 Ṣ

ẑ 28 ḭ 29 שּ



Ṍ Ṍ

10

ü TPP( ṇ ṇ ) ( ṇ
)

ü ṇ ṇ
É

ü

ü NAFTA ︡
ü

EU

ü ṕ ṇ Ṗ
ü

ü

ü 4



Ṍ Ṍ

11

ü

É ṕ1972 Ṗ

ḱ ṕ ḱ Ṗ ףּ
ךּ ḭ ṇּצḭ ︣ ︡ ḭ

100 Ḯ

É ṕ1977 Ṗ
Ṩּצ ḭ ḱ

Ḯ ḭ ṇ Ḯ ḭ ṇ
︡ḭ קּ ︡ ḭ

Ḯ

ü

É ṕ1995 Ṗ

ḭצּ ṕ Ṗ ךּףּ ḭ
Ḯ12 צּ ḭ3,000 צּ Ḯ



12

0

5,000

10,000

15,000

20,000

25,000

30,000

35,000
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テロによる死者数

テロ攻撃件数

世界各国でテロ対策が強化されているにもかかわらず、イスラム過激派等によ
るテロ脅威は依然として高い状況にある

人・件

ḲṌ Ṍ
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ṇ ḱ Ṍ Ṍאל

2017 5 ḭ ︣ ṇ צּ
Ḯ ︡ ḭצּ ךּ ḭ צּ Ḯ

2018 1 ḭ 580

ṡNEMṢּצ Ḯ

2017 5 ḭ ṇ צּ וֹ ḭ92 צּ Ḯ

2017 6 ḭ ḭ ṇ צּ קּ
Ḯ ṇ ḭפּ ḭ ḭ

צּ אל Ḯ

2017 12 פּ אל ךּ Ḯ

2018 2 ḭ ṇ צּ ṇ
ḭוֹ ṇ צּ Ḯ

痕跡を消したり、他人の犯行であるかのように見せかけたりする方法が無数に存在するた
め、特定し、検挙することが困難である
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(2011 3 11 )

ךּ

ḱ

ḱ

7.717.1避難者

完成戸数
Ḳ45Ṿ
Ḳ58Ṿ

民間住宅等宅地：80%
災害公営住宅：92%

農業

観光

( 福島の)
避難者

Ḳ74Ṿ

Ḳ87%

営業再開可能面積：84Ṿ

施設の再開：93Ṿ

9.7 5.1

ẑ201712 12

ẑ2017 11

ẑ2017 9

ẑ2017 12

ẑ2017 6

2016 3

Ḳ ṡ פּ וֹ ︡Ṣ
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ü

ü2016 年4月：熊本県熊本地方でマグニチュード6.5の地震が発生
É 200 2,500

20

ü2017 年10 月：台風第21 号の発生
É 2,500 3,500 200 100

ü2018 年3月：霧島連山( 新燃岳) の噴火
É 4,500 1.8

אל

Ḳ
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Ṍ ךּ Ṍ

ü2016 年12 月新潟県糸魚川市において発生し、鎮火までに約30 時間続い
た大規模火災
É 100 200
É 10m

Ḳ

2017 12 ḭ ṇ ṇ Ḯ ḭ
30 צּ Ḯ

2018 1 ḭ צּ Ḯ 40 צּ ḭ100 צּ Ḯ

2017 6 ḭ ḱ ṇ Ḯ
70 צּ Ḯ

2017 10 ḭ צּ Ḯ 40 צּ Ḯ

国内問わず、海外でも大規模な火災が多数発生しており、甚大な被害をもたらしている
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Ḳ ṡ Ṣ ḱ ṡ
ṕ 29 Ệ ṖḲ ḱ Ṣ

ṕ Ṗ
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ü我が国の人口は、少子高齢化が進み、2005 年に人口減少局面に入り、
2065 年には8,808 万人になると推計されている。

14

15Ṍ64

29
ṕ Ṗṕ Ṗ

65

Ṍ צּ Ṍ
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Ṍ Ṍ

ü人手不足が加速し、今後も継続が見込まれる。
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1.59 倍
（平成27 年12 月）

2.8 ％
（平成27 年12 月）

バブル期は地域によって格差あり
現在は全都道府県で１倍超え

⇒ 全国的な人手不足
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ü人口減少、少子高齢化、東京一極集中が進み、地域維持が深刻化
⇔地方創生の取り組み

ṡ2040 896 ךּףּ ṕ20 -39 Ṗ צּ
ḭֿכ ︣ Ṣ

ễ
ṕ Ṗ

ṕ ṧ Ṗṕ Ṗ

ṕ Ṗ

ṕ Ṗ

2010 2040 20Ṍ39

5
896

3
5
619

3
269

15

1
523

5 10
40

10
17

消滅可能性

1 5
316

ṡ Ṣ ṕ ḱ ṕ Ḳ Ṗ)

Ḳ
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2017 ṡּף טּ Ṣ
2018 צּ
2019 IT צּ ︡ ḭ תּ
2020 2 1 50צּ
2021 צּ ︣
2022 ṡ ︡ Ṣּצ ︣
2023 צּ ṇ ḭנּ ︡
2024 3 1 65צּ ṡ ḱ Ṣ
2025 ךּ
2026 700צּ
2027 צּ ︣
2030 ṇ פּ נּ
2033 3 1 צּ קּ
2042 3935צּ 2000 ṇ נּ

Ḳṡ ṕ כֿ פּ כֿ כֿ ṖṢ
ṕ Ṗ

地方の人口減少による自治体の消滅、国土荒廃と無人島化による安全保障上の問題

2042

2025

Ṍ ṇṌ

2022

קּ בֿ
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ü 20 50
老朽化するインフラを戦略的に維持管理・更新する

2013 年3月 2023 年3月 2033 年3月

18Ṿ 約43 ％ 約67 ％

20Ṿ 約34 ％ 約50 ％

25Ṿ 約43 ％ 約64 ％

2Ṿ 約9％ 約24 ％

8Ṿ 約32 ％ 約58 ％

建設後50 年以上経過する社会資本の割合

プラントや工場の爆発、ビルの倒壊
等、老朽化による事故も発生してい
る。

点検・診断

情報基盤の
整備と活用

新技術の
開発・導入

定期的な点検による劣化・損傷の程度や原因
の把握 等

電子化された維持管理情報の収集・蓄積・予
防的な対策等への利活用 等

ＩＣＴ、センサー、ロボット、非破壊検査、補
修・補強、新材料等に関する技術等の開発・積
極的な活用 等
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ḲWWF ḭ 2017

üエコロジカルフットプリント
É ú1 ú (

)

世界中の人々が日本人のような暮らしを始めたら、地球が約3個必要
米国の場合は地球が約5個必要

ü自然破壊
É

É

ü廃棄物・リサイクル、有害物質

É PM2.5

É

É

É ἲ

ü温暖化の危機

É

É
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1. Ị ṕị ể Ṗ
2. 12.9Ṿ
3. ệ
4. 4 1

広範・慢性的な事態の発生が懸念

51 53

102
114

ü

ü

ḱ ṇ

食糧危機

エネルギー危機

Ḳ WFPḭ ṇ

ṇ



持続可能な開発目標(SDGs) について

25

ü 2030 17 の目標

No 目標 詳細

1 貧困 貧困をなくそう

2 飢餓 飢餓をゼロに

3 保健 すべての人に健康と福祉を

4 教育 質の高い教育をみんなに

5 ジェンダー ジェンダー平等を実現しよう

6 水・衛生 安全な水とトイレを世界中に

7 エネルギー
エネルギーをみんなにそしてクリーン
に

8 成長・雇用 働きがいも経済成長も

No 目標 詳細

9 イノベーション産業と技術革新の基礎をつくろう

10 不平等 人や国の不平等をなくそう

11 都市 住み続けられるまちづくりを

12 生産・消費 つくる責任、つかう責任

13 気候変動 気候変動に具体的な対策を

14 海洋資源 海の豊かさをまもろう

15 陸上資源 陸の豊かさもまもろう

16 平和 平和と公正をすべての人に

17 実施手段
パートナーシップで目標を達成しよ
う

貧困を無くすためにロジスティクス機能を拡充させるなど、「誰一人取り残さない」
社会の実現を目指し、経済・社会・環境をめぐる広範な課題に統合的に取り組む

Ḳ ṡ 2030 Ṣ
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放射能汚染

廃炉問題

Ḳ ,

ü福島第一原子力発電所では、建屋から燃料を取り出し、建屋を解体してい
く「廃炉」の作業を実施中

וֹ
︡

ü ︡ ךּ ḭ ךּ

ü

ü

ü

ü ( ) ü
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שּ

ḱ

新しい技術により、次世代のモノづくりへの信頼が厚くなっている

品質を確保するために検査工程は増え続けている

無資格者による完成検査

工事データの改ざん
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Ṅ

事前規制と事後制裁
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ü物価上昇率２％を目標に以下の取組（非伝統的金融政策）を実施

É 2013 1 ỄṾ

É 2013 4 Ӹ ṕ Ṗ
60Ṍ70 50

É 2014 10 Ӹ
80 80

É 2016 1 Ӹ

É 2016 9 Ӹ

-2

-1

0

1

2

3

4

201001 201101 201201 201301 201401 201501 201601 201701

שּ ṇ שּ

2017 10
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Ṍ Ṍ Ḳ

ü ḱ
︡ ךּ︣
ü

ü ḱ ḭ

ü

ü同一労働同一賃金など非正規雇用の処遇
改善
ü賃金引上げと労働生産性向上
ü長時間労働の是正
ü柔軟な働き方がしやすい環境整備

38.6 
46.9 47.7 48.8 50.6 52.5 58.4 60.2 60.3 

ṇ ṇ

(%)

働き方改革の実現

2016
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ü革新的技術( IoT 、ビッグデータ、AI 、ロボット)

「戦略分野」への選択と集中

健康寿命の延伸 移動革命の実現
サプライチェーンの

次世代化
快適なインフラ

まちづくり
FinTech

ü

ü

ü ỔỎở

ü

ü

ü

ü

ü ü

3

ü

ü FinTech
ṕ Ṗ

ü

Ḳ
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ü 3 ( Ṗ

ü

ü

É

ＩＴ戦略の基本的方向性

行政サービスのデジタル改革断行 ＩＴ・データ活用ビジネスの推進 地方のデジタル改革

1. 100Ṿ

2.
100Ṿ

3.

1. Ổở

2.

3.

1.

2.

3.

官民を通じた社会コスト削減・生活の質の向上

Ḳ
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ü2017 約91 万件
しかしながら高齢者

による犯罪は増加している

: Ễị
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( 認知件数) 刑法犯

( 認知件数) 窃盗

( 検挙人員) 高齢者
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ü

É 他人の需要に応じて行うもの

施設警備( １号) 交通誘導・雑踏警備( ２号)

貴重品輸送(3 号) 身辺警護(4 号)
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ü警備業界の現状について
É事業者数約9,400 社、警備員数約53 万人、

売上高3.4兆円
É

É

サイバー攻撃

外国人観光客の増加長時間労働少子高齢化

多様な自然災害国際テロ

ü警備業界が抱える課題
É 脅威（リスク）

人手不足

キャッシュレス社会パンデミック

9,091 
9,133 

9,240 

9,342 

9,434 

2012 2013 2014 2015 2016

Ḳ
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4.01
5.07 5.31 5.84

7.22

0.79 0.97 1.09 1.21 1.36

0

2

4

6

8

2012 2013 2014 2015 2016

有効求人倍率

Ḳ

警備業の有効求人倍率は全業種平均より高い水準にあるため、年々人手不足が加速してる。



39

科学技術の革新

AI IoT

ブロックチェーンＧ空間ビッグデータ

最先端技術を活用した高付加価値サービスの提供

画像解析

安全・安心ニーズが多様化・拡大

少子高齢化、人手不足、テロ、自然災害等の頻発
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ALSOK

オペレーションズ・リサーチシミュレー
ション

ディープ
ラーニング

ビッグデータ

コンサル
ティング

資金予測

機械警備
サービス

綜合管理
防災情報セキュリ

ティサービス

データログ
収集・解析

警備員の
最適配置
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常駐警備機械警備 警備輸送

※資金計画・・・ATM など、
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( 個人・法人) 契約件数の伸びに対してＩＴ化など高度技術を活用することに
よって隊員数・拠点数の効率化・最適化を図る

630,977 
677,672 

803,601 

854,083 
888,955 

2,924 2,941 2,898 
2,897 2,879 

1,174 1,162 1,166 1,151 1,145 

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

3,000

3,500

0

100,000

200,000

300,000

400,000

500,000

600,000

700,000

800,000

900,000

1,000,000

2013 2014 2015 2016 2017

( 個人・法人) 契約件数と隊員数・拠点数

ALSOK( )
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雑踏や交通誘導の事業所数は増加傾向にあるが、有効求人倍率も上昇して
いる。人手不足を解消するための効率化・最適化を実施

5,907 5,887 6,066 
6,438 6,658 

3,189 3,686 3,876 3,867 3,619 

4.01

5.07
5.31

5.84
7.22

0
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6

8

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

2012 2013 2014 2015 2016

( )

Ḳ 28 וֹףּ

雑踏や交通誘導の事業所数と有効求人倍率



ṇ ḱ ṇ ṕ Ṗ

44ḲỌởỘ ḭ ḱ ḭ ḱ לּ

ATM や入( 出) 金機オンラインシステムの管理台数の伸びに対して、仕分け作
業、資金の精査作業の効率化を行うことで資金隊員を削減し、最適化を図る

49,173 52,157 

60,337 63,478 67,444 

13,170 14,988 16,807 18,003 19,361 

579
494

473 480 483
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ATM の入( 出) 金機オンラインシステムの管理台数と資金隊員
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פּ

ṇ ṇ

ü

ü ḭ ḭ
ḱ ḭ

ALSOK ṇ
ṇ

飛行ロボット( ドローン)

פּ
︡
ṇ ṇ

X AI

X AI
︡ḭ

ṇ ṇṕ ṇ ṇṖ

ü

ü ḱ ḱ
ü ḭ ḭ

ü פּ
ü

群衆異常行動検知

פּ

︡ḭ
פּ

אל ךּ

תּ

顔認証
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ü

未然防止サービス

人
が
対
応

人
工
知
能
で
自
動
化

画像・音声

画像・音声

指示

人工知能による判断
指示

不審な行動

通報

通報
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ü

ü

ü

ドローンで巡回・設備点検

災害発生箇所の確認

ü

ü

ẑ
ṕ
Ṗ
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üインフラ監視サービス

ü ṕ
Ṗ

ü

工場・プラント監視 潜水橋の水位遠隔監
視、ゲート閉鎖/ 開放

トンネルの異常警報遠
隔監視

メガソーラーの監視

ü
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Reborg -ợ

案内業務 自動巡回

消火

爆発物・ガス検知
入出門管理
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ü脆弱性診断・対処
É ớỎ ớỎ

ớỎ

ü外部デバイス制御

É ỠỞọ Ỏỏ/DVD

É

üふるまい検知

É

ךּ︡ ךּ ︡
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遠隔対話

家族

施設スタッフ

機器連携

徘徊検知

外出

在宅

画像確認

カメラ液晶

ü

Bluetooth
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ü高精細画像(4K/8K/16K) を活用した広域監視により、不審なドローンによる
テロの予兆や広域災害を常時監視

ṕ Ṗ

ṇệỒ

ṇ

逃げ惑う
群集

ṇ

ỆỖ
ṧỌỔ

ウェアラブルカメラ

ỆỖ/ ỊỖ/ ểỈỖ
/ ỌỔ
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ḱ

ALSOK וֹףּ ṇ

ü 23 3 15 Ṍ5 26 ṕ 75

Ṗ
ü 2,433 ḭ

790 צּ

東日本大震災でのALSOK が果たした役割



1. ︢

2. ṇ וֹףּ Ṅ

3.

4. ︡ כֿ פּ
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ṇ A ṇ B ṇ C ṇ D

ü開催期間
É 2019 9 20 ṕ ṖṌ

11 2 ṕ Ṗ
ü試合会場
É 12

ü試合形式
É 48
Å ( )5 ú4 Ḳ40
Å Ṅ / /3 /

Ḳ8

ü参加チーム
É 20

ṇ 1

ṇ ḱ
ṇ 1

ṇ ṇ

1

ṇ

1

2

ṇ

ṇ

ṇ

1

2
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日程（2019 年） キックオフ 試合 会場

9 20 ṕ Ṗ 19Ḳ45

9 28 ṕ Ṗ 16Ḳ15

10 5 ṕ Ṗ 19Ḳ30

10 13 ṕ Ṗ 16Ḳ45
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項目 東京2020 大会
207 ṕ Ṗ

12,000 ṕ Ṗ

33 339

41

É

É AI ICT

É

É
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2020 年東京オリンピック･パラリンピック競技大会を見据えたテロ対策推進要綱
（平成29 年12 月11 日 国際組織犯罪等・国際テロ対策推進本部決定）

1 情報収集・集約・分析等の強化

2 水際対策の強化

3 ソフトターゲットに対するテロの未然防止

4 重要施設の警戒警備およびテロ対処能力の強化

5 官民一体となったテロ対策の推進

6 海外における邦人の安全の確保

7 テロ対策のための国際協力の推進

Ṭü
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2020 ḱ ( )

出所：公益財団法人東京オリンピック・パラリンピック競技大会組織委員会HPを基に作成
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ü縦割りの打破のための方策：国、地方、企業それぞれの役割⇔

内閣危機管理監他、情報権限集約体制の確立( 企業、業界団体

内も同様⇔社長を本部長とする体制)

üインテリジェンスと個人情報保護の関係

ü企業における危機管理の重要性とBCP:1 ・17 と3・11

ü産官学の連携とその成果：事前と事後
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ü人口減少社会と地域の安全安心を目指した地域と企業の連携

ü「未来の年表」を克服するには⇔未来投資戦略の重要性

ü中長期マクロ財政金融政策とミクロ政策の交錯：日本の展望

ü2020 年代の姿：米国と中国の狭間での日本の果たすべき役割、姿

V ḱ ḱ ḱ ḱ טּצּ
V ︡ḭ ︣ ︣ כֿ צּ


